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ポリアクリルアマイド（ＰＡＡＭ）の価格修正について

　ダイヤニトリックス株式会社（本社：東京都中央区　社長　齋藤晃司）は、国内向けポリアクリルアマイド（ＰＡＡＭ）につき、２００５年２月１日出荷分より１０％の価格修正を実施することと致しました。

当社は２００４年３月１日出荷分より原料価格及び採算是正を理由に１０％の価格修正を実施致しましたが、その後も引続き主要原料の値上げが相次いでおります。特にアクリル酸及び誘導品関係（アクリル酸メチル＝カチオンモノマーの主原料）は価格の高騰もさることながら、世界的にも品不足の状態でその逼迫度は今後優りこそすれ安定化する兆候は見受けられません。かかる状況下、弊社も減産という厳しい状況に立ち至っております。加えまして、今月１２月には弊社アクリルアマイド（ＡＡＭ）におきましても価格修正を実施することとなり、ポリアクリルアマイドの採算は更に圧迫されております。

需給面におきましては、堅調な需要に対し原料の供給不足が顕在化してきているため、ポリアクリルアマイドの需給バランスは極端に逼迫した状態が続いております。このため製品の移送、詰め替え等の非定常作業も頻繁に発生しており、採算性を圧迫する要因になっております。

　従来より、コスト上昇を吸収するべく合理化等による自助努力を続けてまいりましたが、すでに当社にて吸収できる限界を超えており、供給／販売体制を維持・継続する事が困難となっております。

　以上の状況に鑑み、更なる採算性の悪化を回避し、可能な限り安定供給を図るため今回の価格修正を実施すものであります。

1． 対象品目　：　ポリアクリルアマイド（ＰＡＡＭ）

（カチオン系／ノ二オン・アニオン系／ポリアミジン系全般）

2． 値上げ幅　：　現行価格（一次値上げ後）比＋１０％ｱｯﾌﾟ

3． 値上げ時期：　２００５年２月１日出荷分より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

